
派 遣 報 告 書（報告者： 甲斐 裕也  ） 

大会名 第 78 回南九州四県対抗バスケットボール選手権大会 

開催地 宮崎県宮崎市 

日 時 令和 6 年 4 月 20 日（土）～21 日（日）  

担当ｹﾞｰﾑ 1 女子 日章学園（宮崎 3 位） vs 鹿児島（鹿児島 3 位） 

相手審判 甲斐裕也（大分）・江上寛洋（熊本）・久保雄介（宮崎） 

担当ｹﾞｰﾑ 2 女子 鹿児島（鹿児島 3 位） vs 藤蔭（大分 3 位） 

相手審判 甲斐裕也（大分）・畠中康希（宮崎）・笹沼晃太（宮崎） 

担当ｹﾞｰﾑ 3 男子 池田（鹿児島 3 位）  vs 熊本工業（熊本 3 位） 

相手審判 石本修朗（宮崎）・甲斐裕也（大分）・笹沼晃太（宮崎） 

Pre-Game Conference 

○ プライマリー(センタープライマリーの重要性) 

○ コールザオビアス(明らかなものを積み上げていく) 

○ ボールサイド 2 の意識 

○ ローテーション(チェックインチェックアウトのタイミング) 

○ タイマー管理 

○ コミュニケーション(アイコンタクト、ネクストボーナスなど) 

○ オールコートプレス時のプライマリー 

○ チーム情報 

Post-Game Conference 

（担当ゲーム１） 

○ リバウンド争いでのボディコンタクト、手の使い方など整理すべきところがあったのでないか。 

○ 初見のクルーだったがアイコンタクトや情報の共有ができ安心してできた。 

○ オールコートプレス時のセンタープライマリーを考慮すべきだった。 

（担当ゲーム２） 

○ 取り上げたものが正確だったのか。それが原因でベンチのフラストレーションをためてしまったので

はないか。しかし必要以上のアピールや異論表現に対して TF の引き出しを持てていたのかを議論し

た。 

○ ベーシックメカニクスを実践することができなかった。 

（担当ゲーム３） 

○ コーチ、プレイヤーとコミュニケーションを取りスムーズにゲームを進行できた。 

○ ゲーム序盤のテンポセットで手の使い方をクルーで共有し判定に繋げることができた。 

○ ローテーションのタイミングが遅く早めにボールサイド２を作れれば良かった。 

今大会に参加しての感想など 

今大会が初めての県外派遣。初日には CC を 2 試合割り当てをいただいた。ハイレベルで早い展開の中でも

レフリーディフェンスしゲームフローを意識してコーチ、プレイヤーの気持ちを汲み取れるようにならな

ければと痛感した。拮抗したゲームで明確な POC を示すことができずフラストレーションを溜めさせてし

まう場面もあり反省として今後の活動に繋げていきたい。 

プライマリーの部分でトレイル時に高いポジションを取りすぎてしまい取り上げられない場面もあったの

でレフリーディフェンスを今一度考え県内の試合で実践し研鑽していく事が必要と感じた。 

また他県の審判員の方々の技術や意識の高さに良い刺激をもらい大きな経験となった。 

最後になりましたが、今回派遣してくださいました大分県バスケットボール協会の皆様、審判委員会の



方々に深く感謝し、報告とさていただきます。 

 


